








方法 研究対象者は、近畿、中部地方にある看護系大学に所属する教員経験年数が 1年以上 5年未満の看護教員で、


































































方法 研究対象者は、近畿圏内にある病院のうち、一般病床を有する病床数 100 床以上の病院に勤務する社会人経験
のある 2年目から 4年目の看護師で、研究協力に同意の得られた者とした。調査期間は、2018 年 5 月から 10 月
で自己記入式質問紙（無記名）を用いて「受けた支援と求めている支援」に関する 18 項目を調査した。18 項目
について、新人看護師の時に師長・副師長、先輩、同期のそれぞれから受けた支援と求めている支援について、
5選択肢で回答を求めて得点化（肯定的回答から順に 5点～ 1点を配点）した。分析方法は、受けた支援と求め
ている支援の 2群間の比較には、Wilcoxon の符号付順位検定を、属性別による比較には、Mann-Whitney の U
検定を用いた。
結果 質問紙の配布対象者は 209 人で、そのうち 110 人から回答（回収率 52.6%）があった。欠損値のあるものを除







































































































































結果 対象者は 2施設に通院する患者 19 名であり、年齢は 37 歳から 59 歳で、平均年齢 48.4 ± 5.4 歳であった。子
どもは 1人～ 3人で、年齢は 4～ 17 歳、平均年齢 11.8 ± 3.7 歳であった。子どもに自分の病気を伝えた 16 名、




調整の難しさ】の 5つのカテゴリーと 21 のサブカテゴリー、67 のコードから生成されていた。伝えることの困
難に影響していたことは、【母親としての子どもとの向き合い方】、【自分と家族のがん闘病の体験】、【子どもの
発達段階と特性】、【伝えることにまつわる家族の状況】、【伝えることにまつわる家族以外の状況】の 5つのカテ
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